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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　クリキュラ繭色素を抽出し、その活用方法を開発し提供する。

【解決手段】　クリキュラ繭から抽出された黄色色素ならびにこれを有効成分として利用

した黄色染料、着色料、紫外線カット剤及び抗酸化剤に関する。クリキュラ繭に多量に含

まれている有効成分であるルテインは、目の角膜等に含まれるカロチノイド系色素の一種

で、眼病の一要因である白内障に効果があるとされており、例えば、これを栄養補助食品

として施用することができる。クリキュラ繭色素はアレルギー等の副作用が生ぜず、これ

は化学染色剤にはみられない特長である。

【選択図】なし
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